
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょくいくだより 令和６年 11 月 

京田辺市学校給食委員会 

 「和
わ

食
しょく

；日
に

本
ほん

人
じん

の伝
でん

統
と う

的
てき

な食
しょく

文
ぶん

化
か

」が、ユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
と う

録
ろ く

されてから、今
こ

年
とし

（202４年
ねん

）で１１年
ねん

目
め

を迎
むか

えます。日
に

本
ほん

には春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

の四
し

季
き

があり、地
ち

域
いき

によって

異
こと

なる気
き

候
こ う

風
ふう

土
ど

のもとに、さまざまな食
しょく

文
ぶん

化
か

が育
はぐく

まれてきま

した。中
なか

でも、微
び

生
せい

物
ぶつ

の働
はたら

きによって保
ほ

存
ぞん

性
せい

やおいしさを高
たか

めた「発
はっ

酵
こ う

食
しょく

品
ひん

」は和
わ

食
しょく

に欠
か

かせないもので、各
かく

地
ち

で食
た

べ

継
つ

がれてきた地
ち

域
いき

特
と く

有
ゆう

の食
しょく

品
ひん

が多
おお

くあります。 

地
ち

域
いき

に伝
つた

わる発
はっ

酵
こ う

食
しょく

品
ひん

に目
め

を向
む

け、ふるさとの食
しょく

文
ぶん

化
か

を

見
み

直
なお

してみませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲
いね

を育
そだ

てる以
い

外
がい

にも、水
すい

田
でん

は私
わたし

たちの役
やく

に立
た

っています。それはどんなことでしょうか。 

① 水
みず

をためてダムの役
やく

割
わり

をする 

② 台
たい

風
ふう

をふせぐ 

③ 気
き

温
おん

を高
たか

くする 

 

レッツ！ しょくいクイズ 

【こたえ】   ①  日
に

本
ほん

は７割
わり

が山
やま

で、梅
つ

雨
ゆ

や台
たい

風
ふう

などで雨
あめ

が多
おお

くふります。そのため洪
こう

水
ずい

や土
ど

砂
しゃ

崩
くず

れが起
お

きやす

いのですが、水
すい

田
でん

がダムの役
やく

割
わり

となって、雨
あま

水
みず

をゆっくりと川
かわ

や地
ち

下
か

に流
なが

し、水
すい

害
がい

を防
ふせ

ぎます。 

新
しん

米
まい

のおいしい季
き

節
せつ

になりました。日
に

本
ほん

の主
しゅ

食
しょく

であるお米
こめ

の歴
れき

史
し

は古
ふる

く、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

に

水
すい

田
でん

による「稲
いな

作
さ く

」が中
ちゅう

国
ごく

大
たい

陸
り く

から伝
つた

わり、弥
やよ

生
い

時
じ

代
だい

には北
ほっ

海
かい

道
どう

と沖
おき

縄
なわ

県
けん

を除
のぞ

く各
かく

地
ち

に

広
ひろ

まりました。現
げん

在
ざい

では、北
ほっ

海
かい

道
どう

から沖
おき

縄
なわ

県
けん

まで全
ぜん

国
こ く

各
かく

地
ち

で作
つく

られており、おいしさや作
つく

り

やすさを追
つい

求
きゅう

したさまざまな品
ひん

種
しゅ

のお米
こめ

が誕
たん

生
じょう

しています。また、お米
こめ

からさまざまな食
しょく

品
ひん

や調
ちょう

味
み

料
りょう

が作
つく

られ、日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

を作
つく

り上
あ

げてきました。 

 

 


